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平地村は寛文４年開拓
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寛文９年に乙川村に併合
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寛文十年の免定書



• 寛文４年（１６６４年）平地村が始まった

• 寛文９年（１６６９年）平地村は乙川村に併合され、平地新
田となった

• 併合された後も、江戸時代を通じて、平地新田には庄屋
（現在の村長）が置かれ、枝郷であるが、村（一村）の行
政機能はあった

• 平地村（平地新田）は標高が高かったので、当初、七本
木池の水を田に引くことができなかった。

• 乙川村本郷と平地村（平地新田）は、そのことを図って、
七本木池の中ほどに堤防を築いた。その後、七本木池上
池、下池と称された。
その年代は不詳。

• その後、上池の水は、平地村（平地新田）に引くことがで
きた。

本日の文書の事前情報 平成27年11月15日博物館



• 通常「溜池」と言われるが、この資料では「雨池」と言う。

• 本田、大縄場の用語：本田は、慶長年間の検地以前に
あった田畑、その後に開墾された田畑は新田と称される
が、この資料では、大縄場（大縄地）と記されている。

• 大縄場（大縄地）は新田の意味、新田の開墾は「だいたい
この場所を開墾してよい」と許可があり、年貢もおおざっぱ
に決められたため大縄場（大縄地）と言われた。

• 七本木上池の用水は、旱魃時には、下池に落とす（流す）
取決めになっていた。

• 少なくとも１回、平地村（平地新田）は、旱魃時に下池に落
とすことを拒否したことがある。→明治７年平地新田が分
村の願いをした時、このことを最も恐れていた。

• 村の各種の工事（海岸の堤防、河川・雨池の堤防、橋、杁、
道路等）費用は、村全体で負担した。



平地新田分村申請経過

１．明治７年８月：平地新田惣代竹内善七氏他が愛知県に分村申請
理由：元は平地村であり、江戸時代は枝郷ではあるが、庄屋も置かれ村と
して機能していた、今は本郷の役場まで遠い

２．明治７年８月：乙川村本郷代表者、平地新田の申請に奥印しない訳を県に
上申

３．明治７年１１月：乙川村本郷惣代、平地新田の分村申請書の取下願出
４．明治７年12月14日：愛知県は、分村は許可しないが、事務の分離の許可
を発令

５．明治７年12月23日：乙川村本郷、平地新田連名で事務分離の報告書提出
６．明治８年11月：事務分離に伴って、地租改正事務が進まないので事務を
約定どおり果たすことにつき裁判

７．明治８年１２月：乙川村本郷より、事務分離により村内に不平を言うものが
多く、騒動になりかねないとの上申書

８．明治９年２月：乙川村本郷、平地新田連名にて事務分離による村内の不
平感や地租改正が進まないことを理由に事務分離の取下げ申請



七本木池 航空写真



事務分離内容

• 堤防橋梁事務：本郷と平地新田が立合

• 戸籍簿

• 地券買係の書類

• 村費の分担（分けて持つ）

• 雨池の事：上池は平地新田が工事負担、旱
害の時は上池から下池に用水を落す

• 大事件の時は本郷・平地新田協議して当たる

• 上納金（税務）は本郷がとりまとめる



古文書勉強会
平地新田分村騒動

平成２７年１１月
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